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５月号
May

特集

町内商工業の現状

後
編

「
ど
う
す
る 

町
の
活
性
化
！
」

～
人
口
減
少
か
ら
、
町
づ
く
り
を
考
え
る
～

　現会員の平均年齢は約60.8才と
年々高齢化が進み、会員数シミュ
レーションでは今後10年で会員
数が約23.7%減少すると想定。
　新規開業や事業継承が進まない
限り、町内企業数は減少の一途を
たどり、地域経済の衰退が懸念さ
れます。

　本町の人口減少の傾向は、生産年齢人口の減少幅が人口推移の予
想より大きいことが分かりました。そのことが町の活性化に大きな
影響となり、私たちの生活にも様々な課題をもたらすことが想定さ
れることから、定住促進（住む場所）と併せて、雇用促進（働く場
所）が今後の町づくりには必要と述べさせていただきました。
　後編は、地域経済に視点を移し、町の商工業の現状から雇用促進
を考察し、今後の町づくりについて特集します。
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新十津川町商工会会員数のシミュレーション（業種別）

※シミュレーション条件

◦会員数は基準日（2019.4.1）の個人の商工業者及び株式・有限会社など。
◦�廃業想定年齢を75歳と設定。既に75歳に到達している方は＋５歳（80歳）で廃
業年齢と設定。

◦後継者がいる場合は、廃業想定年齢に関係なくカウント。
◦新規開業の想定なし。

「10年で23.7％の減少想定！」
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・相談窓口の設置
・店舗等新設補助事業
・企業立地促進補助事業

新十津川町
・ワンストップ相談窓口の設置

新十津川町商工会

・情報提供
・資金調達アドバイス
・融資等金融支援

北門信用金庫・専門家

協力・連携

創業希望者、創業者

＜全体像＞ 
　※下線は特定創業支援等事業
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経
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知
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・
ノ
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自
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事
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高
齢
化
と
後
継
者
不
在
に
よ
り
、
企
業
数
が
減
少
を
た
ど
る
中
、
企

業
誘
致
や
起
業
・
創
業
支
援
、
事
業
継
承
な
ど
の
取
組
が
各
自
治
体
で

積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
地
域
の
空
き
家
や
空
き
店
舗
を
活
用
し
、
地
方
の
メ
リ

ッ
ト
を
活
か
し
た
「
起
業
・
創
業
」
に
注
目
が
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
新
十
津
川
町
の
魅
力
を
活
か
し
、

　
　
　
　

起
業
者
を
呼
び
込
め
る
か
！
」

　

起
業
を
す
る
に
は
、
多
く
の
壁
（
課
題
）
を
乗
り
越
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
町
内
で
起
業
・
創
業
を
希
望
す
る
方
へ

の
支
援
を
行
う
た
め
の
計
画
を
策
定
し
、
国
の
認
可
を
取
得
。

起
業
を
増
や
す
た
め
の

　
　
　

新
十
津
川
町
の
取
組
み

地域経済の活性化と雇用の創出への取組
国内起業関心層、14.3%　注目される“地方起業”！
　日本政策金融公庫総合研究所の調査では、18歳～69歳で起業に関心がある
割合は14.3%。うち、30歳代以下の53.2%が起業に関心があると回答。
　起業したいと考えている人の中には、地元でのUターン起業、地方へのⅠタ
ーン起業を選択する方が多く、起業する場所は首都圏より地方を望む傾向が強
くなっています。

《地方が選ばれる３つの理由》
移住して起業したい人を地方自治体が歓迎

　高齢化が進み、財政が立ち行かなくなることを危惧する自治体が、新
たなビジネスを創出する人を積極的に受入れるため、手厚い企業支援施
策（優遇制度）を実施。

その１

ワークスタイルの多様化
　複数の仕事を掛け持ちするパラレルワークやインターネットによるテ
レワークなど地方でも不自由なく働ける環境が整ってきている。

その２

都市部と比べてコストが抑えられる
　都市部と比べ物価が安いため、創業にかかるコストだけでなく、事業
を続けていく上でのランニングコストを抑えることができる。

その３

　

町
内
起
業
を
促
し
働
く
場
を
増
や
す
た
め

に
は
、
現
行
制
度
の
見
直
し
等
を
検
討
し
、

町
外
在
住
者
が
町
内
で
起
業
し
や
す
い
環
境

整
備
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

加
え
て
、
町
商
工
会
で
も
道
外
か
ら
の
Ｕ

タ
ー
ン
、
Ⅰ
タ
ー
ン
の
積
極
的
な
働
き
か
け

に
よ
る
定
住
促
進
と
そ
れ
に
併
せ
た
町
内
事

業
所
と
連
携
し
た
再
就
職
先
あ
っ
せ
ん
を
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
る
仕
組
み
の
構
築
と
補
助
制

度
の
創
設
を
町
に
要
望
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
議
会
と
し
て
、
町
商
工
会
や
町

内
事
業
者
の
声
を
聴
き
な
が
ら
、
地
域
経
済

の
維
持
、
促
進
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

継
続
し
て
協
議
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

ま
と
め

　起業形態（事業内容や経営方針、規模、資金状
況）や、起業する方の経営能力などに応じたきめ細
やかなサポートが重要とのことから本町では・・・

創業支援等事業計画策定
　相談体制の充実や創業支援機関の連携を図り、創業
支援の取組を強化。年間６件創業を目指す！

（中小企業庁アンケート）

起業時における課題
（複数回答）

★�

中
小
企
業
者
応
援
制
度
（
店
舗
等
整
備
、

地
場
産
品
開
発
、
販
売
促
進
、
人
材
確
保

等
に
助
成
）

★�

融
資
制
度
資
金
利
子
補
給
制
度
（
指
定
融

資
制
度
を
利
用
し
た
当
該
資
金
利
子
の
50

％
補
給
）

★�

事
業
資
金
保
障
融
資
制
度
（
事
業
資
金
の

融
資
あ
っ
せ
ん
と
利
子
を
50
％
補
給
）

本
町
の

　
起
業
・
創
業
支
援
施
策

※�

次
の
よ
う
な
条
件
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

条
件
１

 

町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
。

（
法
人
は
町
内
に
登
記
さ
れ
て
い
る
。）

条
件
２

 

町
税
を
完
納
し
て
い
る
。

条
件
３

 

町
商
工
会
に
加
入
し
て
い
る
。
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審議レポート

第１回定例会

◦�合併処理浄化槽設置への補助金額を拡充
第１回定例会は３月10日に開会し、条例の一部改正10件、条例の廃止１件、令和元年度補正予
算４件、令和２年度予算５件、報告１件、選挙１件、議員発議１件について審議し、原案を可決。
３月16日に閉会しました。

審 議 レ ポ ー ト
開催された定例議会、臨時議会の審議結果報告
❖令和２年 第１回定例会　◎３月10日～16日

議　件　名 内　　　容
専決処分の報告 旧大和小学校解体工事における請負額の変更

・変更の理由　杭撤去本数及び産業廃棄物処分量が確定したため
・増　減　額� △171万6千円
・変更後の額� 1億9,518万4千円

新十津川町放課後児童健全育成事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部改正

基礎資格を持つ支援員が取得すべき北海道の認定資格について、放課後
児童クラブの安定した運営の維持を図るため取得期限を令和元年度末
から同4年度末までに延長する改正

新型コロナウイルス禍により、本町でも感染予防の徹底を図る
ため短縮日程とし、一般質問の通告はありませんでした。

◦�総額93億7,727万3千円の大型予算可決
第１回定例会において、令和２年度新十津川町一般会計及び４つの特別会計の予算について
審議を行いました。一般会計では前年比36.5％の増額となりました。 
ここでは、予算審議の質疑の一部をご紹介します

令和２年度 予算審査特別委員会

定例会レポート
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令和元年度新十津川町一般会計補正予算（第８号） 歳入歳出それぞれ2,566万円を減額し総額を72億9,497万円とする。
【主な内容】
・ふるさと応援基金積立金� 3,533万9千円
・職員人件費� △1,762万3千円
・防災無線管理事業� △1,380万5千円
・プレミアム付き商品券事業� △1,105万9千円

令和元年度新十津川町国民健康保険特別会計補正
予算（第２号）

歳入歳出それぞれ2,157万6千円を追加し総額を2億9,852万円とする。
【主な内容】
・国民健康保険事業基金への積み立て� 2,362万5千円

令和元年度新十津川町後期高齢者医療特別会計補
正予算（第２号）

歳入歳出それぞれ379万3千円を減額し総額を1億1,228万9千円とす
る。
【主な内容】
・後期高齢者医療広域連合負担金� △379万3千円

令和元年度新十津川町下水道事業特別会計補正予
算（第２号）

歳入歳出それぞれ52万2千円を減額し総額を1億8,109万5千円とする。
【主な内容】
・下水道事業消費税納付金� △52万2千円

新十津川物語記念館の設置及び管理に関する条例
の一部改正

開拓記念館・アートの森彫刻体験交流施設（かぜのび）・物語記念館の３
施設の往来を活性化させるため、物語記念館の入館料に減免制度を導入

新十津川町公営住宅の設置及び管理に関する条例
等の一部改正

民法の規定見直しに伴い、公営住宅管理に関する敷金の定義、入居者の
現状復旧義務、不正入居に係る損害賠償等を改正

新十津川町水防団条例の一部改正 水防団長及び水防団員の報酬基本額と役職加算額を増額改正

新十津川町合併処理浄化槽設置整備事業補助金交
付条例の一部改正

合併処理浄化槽への転換促進を図るため、補助対象工事並びに補助金額
を拡充する改正

新十津川町公の施設の使用料等減免条例の一部改
正

施設使用料の減免対象に、障がい者と介助者１人を加える改正

令和２年度新十津川町一般会計予算 歳入歳出の総額をそれぞれ87億5,313万円とする。

令和２年度新十津川町国民健康保険特別会計予算 歳入歳出の総額をそれぞれ2億7,474万6千円とする。

令和２年度新十津川町後期高齢者医療特別会計予
算

歳入歳出の総額をそれぞれ1億1,804万9千円とする。

令和２年度新十津川町下水道事業特別会計予算 歳入歳出の総額をそれぞれ1億9,596万6千円とする。

令和２年度新十津川町農業集落排水事業特別会計
予算

歳入歳出の総額をそれぞれ3,538万2千円とする。

新十津川町選挙管理委員及び新十津川町選挙管理
委員補充員の選挙

※任期：選挙管理委員、補充員ともに、令和２年
３月22日から4年間

【選挙管理委員】吉　田　則　英　氏 　【補充員】齋　藤　信　也　氏
　　　　　　　 吉　田　凉　一　氏　　　　　　蓬　田　佐智子　氏
　　　　　　　 十　河　真由美　氏　　　　　　今　中　雄　一　氏
　　　　　　　 小　田　秀　一　氏　　　　　　橋　本　賢　明　氏

議員発議
　「民族共生の未来を切り開く」決議

今春、アイヌ文化の復興と発展の拠点として、民族共生象徴空間「ウポ
ポイ」が開設される。この機会に、アイヌの人々の誇りが尊重される社
会の実現が図られ、北海道が魅力ある大地であり続けるため「民族共生
の未来を切り開く」決意を表明する。

❖令和２年 第１回臨時会　◎４月８日
議　件　名 内　　　容

令和２年度新十津川町一般会計補正予算（第１号） 歳入歳出それぞれ950万円を追加し総額を87億6,263万円とする。
【主な内容】
・�町内８店舗の飲食代金（宿泊代金）に応じ、クーポン券１枚当たり
200円の割引額のうち一部（150円）を助成

� 877万5千円
・事務及びチラシ作成に要する経費� 72万5千円
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
・

ぬ
い
ぐ
る
み
型
ロ
ボ

ッ
ト
の
活
用
に
向
け

て
の
効
果
の
確
認
方

法
と
住
民
ニ
ー
ズ
の
検
証
は

答
弁

ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
は
社
会
福
祉
協

議
会
の
訪
問
入
浴
支
援
員
や
入
所
施
設
に

貸
出
し
、
腰
痛
予
防
効
果
を
確
認
す
る
。

セ
ラ
ピ
ー
人
形
は
認
知
症
カ
フ
ェ
や
、
在

宅
の
認
知
症
患
者
に
貸
し
出
す
。
効
果
や

住
民
の
希
望
は
、
ケ
ア
マ
ネ
を
通
し
て
確

認
し
た
い

民生費

西内議員

総
合
行
政
審
議
会
運
営
事
業

元
年
度
、
大
幅
な
減

額
補
正
を
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
今
回

増
額
予
算
と
し
た
わ
け
は

答
弁

２
年
度
は
、
第
６
次
総
合
計
画
策
定

の
た
め
会
議
が
多
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る

た
め 総務費

鈴井議員

庁
舎
建
設
事
業現

在
感
染
性
ウ
イ
ル

ス
が
蔓
延
し
て
い
る

状
況
で
調
達
資
材
が

海
外
に
依
存
し
て
い
る
も
の
が
多

く
、
特
に
水
回
り
資
材
は
中
国
か
ら
の
輸

入
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
工
期
に
影
響
が

出
て
く
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
が
状
況
は

答
弁

受
注
業
者
に
聞
き
取
り
を
行
っ
て

お
り
、
問
題
な
い
と
回
答
を
得
て
い
る
が

今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く

総務費

安中議員

ピ
ン
ネ
農
業
公
社
運
営
負
担
金

実
験
農
場
が
ピ
ン
ネ

農
業
公
社
委
託
と
な

っ
て
、
そ
こ
で
生
産

さ
れ
る
各
種
苗
代
が
上
が
っ
て
い

る
。
今
後
も
値
上
げ
す
る
予
定
が
あ

る
の
か

答
弁

振
興
作
物
の
種
苗
と
い
う
こ
と
も

あ
り
経
営
努
力
は
す
る
が
、
今
ま
で
ど
お

り
の
生
産
費
で
は
若
干
の
値
上
げ
は
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い

農林水産業費

井向議員

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

工
事
費
に
対
す
る
補

助
率
は
。
ま
た
、
現

在
の
未
処
理
人
口
と

件
数
、
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
は

答
弁

限
度
額
ま
で
満
額
補
助
さ
れ
る
。
平

成
30
年
、年
度
末
の
未
処
理
人
口
２
，１
１

１
人
で
、
単
独
処
理
浄
化
槽
39
戸
、
非
水

洗
化
３
０
８
戸
、
汚
水
処
理
人
口
普
及
率

は
89
％

衛生費

西内議員

空
き
家
対
策
事
業危

険
空
き
家
対
策
事

業
に
つ
い
て
成
果
は

上
が
っ
て
い
る
の
か

答
弁

所
有
者
に
連
絡
を
取
り
、
除
排
雪
な

ど
の
、
安
全
面
に
対
す
る
意
識
づ
け
を
し

て
い
る
。
特
に
管
理
の
悪
い
所
有
者
に
対

し
て
は
、
指
導
・
勧
告
を
し
て
い
る

衛生費

村井議員

Ｊ
Ｒ
札
沼
線
施
設
撤
去
事
業

Ｊ
Ｒ
札
沼
線
施
設
の

撤
去
は
何
年
か
か
る

の
か
、
又
そ
の
あ
と

の
農
地
整
備
は
何
年
か
か
る
の
か

答
弁

Ｊ
Ｒ
施
設
に
つ
い
て
は
令
和
３
～

令
和
４
年
、
農
地
整
備
に
つ
い
て
は
令
和

５
年
度
の
着
手
を
目
指
し
調
整
中
で
あ
る

土木費

長名議員

災
害
救
助
物
資各

行
政
区
に
災
害
時

の
物
資
は
用
意
さ
れ

て
い
る
の
か
。
今
回

の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
用
の
マ
ス
ク

等
も
今
後
の
た
め
に
用
意
す
べ
き
で
は

答
弁

行
政
区
補
助
事
業
で
各
自
治
会
館

に
は
発
電
機
等
、
一
定
の
資
機
材
を
用
意

し
て
あ
る
。
マ
ス
ク
に
つ
い
て
も
落
ち
着

い
た
ら
備
蓄
を
考
え
て
い
く

消防費

村井議員

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
運
営
事
業

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ

ー
の
灰
は
、
循
環
型

利
用
す
る
の
か
、
廃

棄
物
処
理
す
る
の
か

答
弁

成
分
分
析
後
、
有
害
物
質
が
含

ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
融
雪
剤
に
し

た
い
と
い
う
業
者
が
あ
る
。
有
害
物
質
が

含
ま
れ
て
い
た
場
合
は
産
業
廃
棄
物
と
な

る
が
、
１
０
０
％
木
材
チ
ッ
プ
の
灰
な
の

で
、
一
般
的
に
は
有
害
物
質
は
出
な
い
と

聞
い
て
い
る

農林水産業費

安中議員

観
光
Ｐ
Ｒ
推
進
事
業

今
ま
で
、
Ｊ
Ｒ
札
沼

線
を
観
光
の
メ
イ
ン

に
し
て
き
た
が
廃
線

後
は
ど
の
よ
う
な
事
業
を
す
る
の
か

答
弁

廃
線
後
は
９
月
末
で
駅
の
観
光
案

内
所
を
廃
止
し
、
拠
点
と
し
て
の
機
能
は

物
産
館
へ
移
す
。
と
つ
か
わ
こ
め
ぞ
ー
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
活
用
等
と
併
せ
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
相
談
し
な
が
ら
新
た
な
起

爆
剤
を
考
え
て
い
き
た
い

商工費

長谷川議員

商
工
振
興
費

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る

売
り
上
げ
低
下
な

ど
、
企
業
に
対
す
る

緊
急
対
応
を
考
え
て
い
る
か

答
弁

今
の
と
こ
ろ
、
11
～
12
件
の
相
談
が

来
て
い
る
。
段
階
に
応
じ
て
臨
機
応
変
に

対
応
策
を
考
え
て
い
く

商工費

村井議員

冬
季
除
排
雪
事
業除

雪
の
委
託
費
が
毎

年
上
昇
し
て
い
る

が
、
委
託
内
容
に
変

わ
り
が
出
て
い
る
の
か

答
弁

平
成
24
年
と
令
和
元
年
と
の
比
較

で
は
予
算
で
１
．57
倍
、特
殊
作
業
員
の
人

件
費
が
同
じ
く
１
．56
倍
と
上
昇
。
人
件

費
の
比
率
が
高
い
た
め
連
動
し
て
上
昇
し

て
い
る

土木費

安中議員

　令和２年度の一般会計と４特別会計予算は、予算審査特別委員会（小玉博崇委員長）を設置して審査
を行い町提案の原案を 「可決すべきもの」と決定しました。

～令和２年度の予算審査における主な質疑応答～予算ここに注目！
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小
学
校
教
育
推
進
事
業

「
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構

想
」
に
よ
り
学
校
で

整
備
す
る
内
容
は
。

ま
た
、
整
備
に
係
る
国
か
ら
の
措
置

は

答
弁

小
・
中
学
校
と
も
に
１
人
１
台
の

端
末
機
と
、
高
速
通
信
の
環
境
を
整
備
す

る
。
２
年
度
は
児
童
・
生
徒
が
一
斉
に
使

え
る
よ
う
校
内
に
８
か
所
の
ア
ク
セ
ス
ポ

イ
ン
ト
を
増
設
す
る
。
財
源
と
し
て
国
か

ら
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る

教育費

西内議員

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
事
業

起
業
用
の
予
算
１
０

０
万
円
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
形
が
想
定
さ
れ
る
の
か

答
弁

体
育
協
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
係
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
講

師
な
ど
を
個
人
で
行
う
起
業
形
態
を
考
え

て
い
る

教育費

鈴井議員

新
十
津
川
ア
ー
ト
の
森
管
理
事
業

ア
ー
ト
の
森
ま
で
交

通
手
段
が
な
く
行
く

こ
と
が
出
来
な
い
。

今
後
の
対
応
は

答
弁

10
周
年
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は

バ
ス
の
運
行
を
計
画
し
て
い
る
が
、
普
段

の
運
行
は
行
わ
な
い

教育費

進藤議員

生
分
解
性
レ
ジ
袋
も
普
通
の
レ
ジ
袋

も
住
民
に
は
ど
ち
ら
も
ゴ
ミ
で
あ

る
。
生
分
解
性
レ
ジ
袋
の
単
価
は
ど

れ
く
ら
い
か
。
ま
た
、
予
算
付
け
を
す
る
な
ら
ト
レ

ー
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収
に
あ
て
て
は
ど
う
か

答
弁

５
割
ほ
ど
割
高
に
な
る
。
こ
れ
は
環
境
に
対
す

る
意
識
を
高
め
る
取
組
み
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
対
応
に
つ
い
て
は
別
に
考
え
て

い
き
た
い

井向議員

環境保全事業に対して約44分の質疑応答

マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
と

い
う
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
一
方
、
生

分
解
性
レ
ジ
袋
を
使
っ
て
く
だ
さ
い

と
い
う
の
は
相
反
す
る
。
ど
っ
ち
の
方
向
に
進
ん
で

い
る
の
か
分
か
ら
な
い

答
弁

ど
ち
ら
と
い
う
の
で
は
な
く
、
町
と
し
て
は
環

境
に
や
さ
し
い
取
組
み
を
「
多
方
面
か
ら
」
個
人
・

家
庭
へ
働
き
掛
け
て
い
き
た
い

進藤議員

生
分
解
性
レ
ジ
袋
を
、
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
等
の
イ
ベ
ン
ト
で
配
布
す
る
と

あ
る
。
レ
ジ
袋
削
減
や
マ
イ
バ
ッ
グ

推
奨
な
ら
理
解
で
き
る
が
、
ご
み
を
焼
却
処
分
し
て

い
る
本
町
で
レ
ジ
袋
を
配
布
し
て
ど
ん
な
効
果
が
あ

る
の
か

答
弁

ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
な
ど
で
、
環
境
汚
染
に

繋
が
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
発
生
さ
せ
る
割
合
は

消
費
者
の
方
が
多
い
。
そ
の
た
め
個
人
・
家
庭
レ
ベ

ル
で
の
「
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
」
に
取
組

み
、
地
球
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
た
い

西内議員

双
方
の
意
識
改
革
が
必
要
で
あ
る

が
、
レ
ジ
袋
を
使
用
す
る
の
は
事
業

者
な
の
で
ま
ず
は
事
業
者
の
意
識
改

革
が
先
で
は
な
い
か

答
弁

事
業
者
の
場
合
、
行
動
に
移
す
に
あ
た
り
経
営

面
と
の
兼
ね
合
い
な
ど
難
し
い
問
題
が
あ
る
た
め
、

ま
ず
は
家
庭
で
の
意
識
改
革
を
進
め
て
い
き
た
い

長谷川議員

事
業
者
側
の
意
識
を
変
え
て
い
く
取

組
み
な
ら
わ
か
る
が
、
家
庭
へ
の
啓

発
で
は
納
得
で
き
な
い
。
こ
れ
に
よ

っ
て
事
業
者
が
生
分
解
性
レ
ジ
袋
に
切
り
替
え
る
見

込
み
が
あ
る
の
か

答
弁

第
２
次
環
境
基
本
計
画
の
初
年
度
の
取
組
み

と
し
て
ま
ず
家
庭
で
の
意
識
を
高
め
て
い
き
、
事
業

者
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て
い
く

西内議員

大
手
量
販
店
な
ど
で
は
レ
ジ
袋
を
有

料
化
し
て
制
限
を
か
け
て
い
る
し
、

問
題
と
な
っ
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ト
レ
ー
等
は
一
部
回
収
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
エ

コ
バ
ッ
ク
に
誘
導
し
た
い
の
か
生
分
解
性
レ
ジ
袋
に

誘
導
し
た
い
の
か
が
分
か
ら
な
い
。
も
う
一
度
整
理

し
て
ほ
し
い

答
弁

マ
イ
バ
ッ
グ
は
普
及
し
て
き
て
い
る
が
、
現
在

も
レ
ジ
袋
を
購
入
さ
れ
て
い
る
方
は
い
る
。
レ
ジ
袋

を
使
わ
れ
る
方
に
も
地
球
に
や
さ
し
い
レ
ジ
袋
が
あ

る
、
今
後
普
及
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

安中議員

「生分解性レジ袋　配布目的に疑問！」

対象は、事業者では無く家庭？ 衛生費

質疑が
集中！
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◆
少
人
数
で
話
を
す
る
ほ
う
が
話
を
し
や

す
い
し
、
い
ろ
い
ろ
な
話
題
を
提
起
で

き
回
答
も
ス
ム
ー
ズ
に
聞
く
こ
と
が
で

き
た
。

◆
色
々
と
お
話
を
聞
き
、「
あ
ー
そ
う
な

の
か
、
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
」
等
、
初
め

て
聞
く
言
葉
が
た
く
さ
ん
出
て
、
自
分

の
勉
強
不
足
で
あ
る
と
思
い
知
り
ま
し

た
。

◆
目
の
前
に
笑
顔
の
議
員
さ
ん
が
い
て
話

し
や
す
か
っ
た
。

◆
と
て
も
良
い
取
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

◆
議
員
さ
ん
と
話
す
機
会
が
な
い
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
け
て
た
め
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
参
加
し
た
い
で
す
。

◆
色
々
な
こ
と
を
気
軽
に
お
話
で
き
て
、

と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

◆
と
て
も
良
い
形
で
し
た
。
自
由
に
声
を

出
せ
る
、
聞
き
合
え
る
雰
囲
気
で
良
か

っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

◆
初
め
て
の
参
加
で
よ
く
わ
か
ら
ず
に
参

加
し
ま
し
た
が
、
自
分
の
知
ら
な
い
こ

と
な
ど
話
も
聞
け
て
、
と
て
も
良
か
っ

た
で
す
。
自
分
が
思
っ
て
い
た
こ
と
も

話
が
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

◆
初
め
て
の
参
加
で
し
た
け
ど
、
話
し
や

す
く
、
様
々
な
意
見
が
聞
け
て
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

◆
種
々
な
意
見
が
出
る
中
で
、
特
に
注
視

し
た
い
意
見
が
出
た
時
に
は
、
そ
の
結

果
を
何
か
の
方
法
で
教
え
て
ほ
し
い
。

な
か
な
か
議
会
傍
聴
に
行
け
な
い
が
、

今
後
は
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

委員会
トピックス

み
ん
な
の
声
が 

ま
ち
を
変
え
る
！

参
加
者
の
声

　
多
く
の
ご
意
見
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
広
報
広
聴
常
任

委
員
会
で
は
そ
の
内
容
を
精
査

し
、各
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

「住民意見の集約」
令和元年度 議会くるま座ミーティング・かたるべサロン

　昨年10月から行われた「議会くる
ま座ミーティング・かたるべサロン」
では、多くの住民の方から482件のご
意見、ご質問を頂きました。
　同時に行ったアンケート結果は次の
とおりです。

くるま座ミーティングの開催を
どのように知りましたか？問1

話しづらい
雰囲気だった

1％

無回答
2％

話しやすい
雰囲気だった

97％

議会の事が
知りたい
5％

議員と話を
してみたい
22％

町の事で
意見を聞きたい

23％

話をしたい
議員がいた

2％

区の役員さん
に誘われた
41％

その他
5％

無回答
2％

チラシ
27％

防災無線
5％

区の役員
さんから
58％

その他
9％

無回答
1％

改善センター
24％

無回答
3％

その他
1％ゆめりあ

6％

行政区会館
66％

参加しようと思った
動機は何ですか？問2

話しづらい
雰囲気だった

1％

無回答
2％

話しやすい
雰囲気だった

97％

議会の事が
知りたい
5％

議員と話を
してみたい
22％

町の事で
意見を聞きたい

23％

話をしたい
議員がいた

2％

区の役員さん
に誘われた
41％

その他
5％

無回答
2％

チラシ
27％

防災無線
5％

区の役員
さんから
58％

その他
9％

無回答
1％

改善センター
24％

無回答
3％

その他
1％ゆめりあ

6％

行政区会館
66％

開催場所として適している
場所をお聞かせください問3 話しづらい

雰囲気だった
1％

無回答
2％

話しやすい
雰囲気だった

97％

議会の事が
知りたい
5％

議員と話を
してみたい
22％

町の事で
意見を聞きたい

23％

話をしたい
議員がいた

2％

区の役員さん
に誘われた
41％

その他
5％

無回答
2％

チラシ
27％

防災無線
5％

区の役員
さんから
58％

その他
9％

無回答
1％

改善センター
24％

無回答
3％

その他
1％ゆめりあ

6％

行政区会館
66％

話しづらい
雰囲気だった

1％

無回答
2％

話しやすい
雰囲気だった

97％

議会の事が
知りたい
5％

議員と話を
してみたい
22％

町の事で
意見を聞きたい

23％

話をしたい
議員がいた

2％

区の役員さん
に誘われた
41％

その他
5％

無回答
2％

チラシ
27％

防災無線
5％

区の役員
さんから
58％

その他
9％

無回答
1％

改善センター
24％

無回答
3％

その他
1％ゆめりあ

6％

行政区会館
66％

会場の雰囲気はどうでしたか？問4
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重点
ポイント！

◦住民の声を反映した地域公共交通の見直しを検証
◦地域防災力向上に向けた取組みの検証
◦地域コミュニティの課題把握と取組みの検証

　

他
の
自
治
体
で
は
様
々
な
特
典
を
付
与
し
て

い
る
。
本
町
に
お
け
る
特
典
付
与
の
取
組
み
に

つ
い
て
検
証
す
る

免
許
自
主
返
納

　

今
後
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
空
き
家
対
策

を
ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
の
か
。
本
町
の
空
き

家
対
策
に
対
し
て
協
議
を
進
め
る

空
き
家
対
策

　

防
災
の
理
念
で
あ
る
「
自
助
」「
共
助
」
の

概
念
か
ら
、
地
域
ご
と
の
防
災
研
修
の
実
施
、

訓
練
等
を
有
効
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
を
調
査

防
災

　

公
共
交
通
の
見
直
し
経
過
に
お
い
て
、
住
民

の
声
を
反
映
し
て
い
る
か
を
調
査

地
域
公
共
交
通

　

転
入
者
が
町
内
会
に
加
入
し
な
い
等
の
課
題

に
注
視
し
、住
民
の
声
と
し
て
担
当
課
に
提
供
。

見
解
と
対
策
に
つ
い
て
協
議
す
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

必
要
性
が
あ
り
設
置
し
た
信
号
機
を
老
朽
化

に
よ
り
撤
去
と
の
判
断
に
つ
い
て
、
交
通
安
全

面
に
お
け
る
課
題
を
調
査
検
証

交
通
安
全

　

国
民
健
康
保
険
税
の
資
産
割
を
廃
止
す
る
自

治
体
が
増
え
て
い
る
状
況
か
ら
、
本
町
の
取
組

み
と
し
て
の
妥
当
性
を
検
証
す
る

国
民
健
康
保
険
税

防
災
、
公
共
交
通
の
整
備
に
向
け
た

　
取
組
み
を
重
点
的
に
調
査
検
証
！

みんなの声に
応える 　総務民生常任委員会では、町民のみなさんからいただいた声の内容を協

議し、所管課に報告し協議する内容と調査事項とに分類、今後の委員会活
動として取り入れていきます。　
　その中で、特に重要案件と思われるものをご報告いたします。また、各
調査等を行った結果については、随時、議会だより等でご報告いたします。

「住民意見への対応」
総務民生
常任委員会

　
住
民
の
声
に
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
、
住
民
が
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
た
め
の
施
策
を
し
っ
か
り

検
証
し
て
い
き
ま
す
。

　
特
に
地
域
公
共
交
通
や
防
災
面
は
直
近
の
生
活
課

題
と
捉
え
、
町
が
整
備
す
る
方
向
性
を
し
っ
か
り
把

握
し
、
住
民
の
声
を
反
映
し
た
内
容
と
な
る
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。

小玉委員長のコメント
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重点
ポイント！

◦住民目線でのスマート農業の推進
◦ふるさと公園リニューアル計画の詳細を検討
◦有害鳥獣被害対策の効果を検証

　

本
町
が
推
進
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
情

報
を
収
集
ま
た
は
提
供
。
推
進
の
経
過
に
お
い

て
し
っ
か
り
住
民
の
声
を
聞
き
、
反
映
し
て
い

る
か
を
調
査
す
る

ス
マ
ー
ト
農
業

　

傷
ん
だ
歩
道
の
打
ち
替
え
や
案
内
板
、
標
識

の
効
果
的
な
設
置
が
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
の
内

容
に
よ
っ
て
委
員
会
内
で
再
協
議
す
る

道
路
管
理

　

除
雪
体
制
の
見
直
し
経
過
に
お
い
て
、
し
っ

か
り
住
民
の
声
を
聞
き
、
反
映
し
て
い
る
か
を

調
査
す
る

除
雪
体
制

　

Ｐ
Ｒ
方
法
や
ツ
ア
ー
企
画
等
住
民
の
声
と
し

て
担
当
課
に
提
供
し
見
解
を
伺
う
。

　

か
ぜ
の
び
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
精
査
し
、

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
す
る

か
ぜ
の
び

　

現
在
の
運
行
状
況
、
乗
車
人
数
、
回
数
な
ど

の
基
本
的
な
情
報
を
把
握
し
、
地
域
公
共
交
通

や
制
度
上
の
制
約
な
ど
に
鑑
み
て
、
ど
の
よ
う

な
運
行
が
可
能
か
調
査
検
討
す
る

ス
ク
ー
ル
バ
ス

　

ふ
る
さ
と
公
園
再
整
備
基
本
計
画
を
精
査
、

検
討
し
、
ま
た
他
の
公
園
な
ど
の
充
実
し
た
整

備
を
住
民
の
声
と
し
て
担
当
課
に
提
供
す
る

特
産
品
・
観
光

　

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
が
効
果
的
な
も
の
に
な

っ
て
い
る
か
、
被
害
が
確
実
に
減
少
し
て
い
る

か
調
査
検
討
を
行
う

有
害
鳥
獣
被
害
対
策

札
沼
線
廃
止
後
の
観
光
施
策
に
注
目
！

みんなの声に
応える 　経済文教常任委員会では産業、教育文化に対する住民意見を協議し、３

月17日に産業振興課、建設課、教育委員会に対して意見・要望の申し入れ
をしました。
　また、下記事項を重点項目として調査・協議することとします。

「住民意見への対応」
経済文教
常任委員会

　
こ
れ
か
ら
の
町
内
の
産
業
発
展
の
た
め
に
、
様
々

な
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
の
有
効
利
用
が
必
要
で
す
。

　
特
に
、
農
業
関
連
事
業
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
提
起
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　
一
次
産
業
と
三
次
産
業
の
融
合
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
経
済
文
教
常
任
委
員
会
の
中
で
調
査
、

協
議
を
重
ね
、
行
政
側
に
改
善
・
提
案
を
し
て
い
き

ま
す
。

鈴井委員長のコメント
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重点
ポイント！ ◦次期に向けた議員の定数と報酬を検討

　

次
期
改
選
時
以
降
に
お
け
る
議
員

定
数
・
報
酬
に
つ
い
て
は
、
令
和
３

年
度
中
に
結
論
を
住
民
に
示
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、
今
回
頂
い
た
ご
意

見
は
定
数
等
を
検
討
す
る
際
に
参
考

と
し
た
い

　

議
会
の
動
画
配
信
に
つ
い
て
は
新

庁
舎
完
成
後
の
整
備
と
し
て
提
案
す

る 議
会
活
動

町
議
会
議
員
の
定
数
と
報
酬

　

昨
年
度
は
新
た
な
取
組
み
と
し
て

「
議
会
く
る
ま
座
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

「
議
会
か
た
る
べ
サ
ロ
ン
」
を
実
施

し
ま
し
た
。「
気
軽
な
雰
囲
気
で
良

い
」「
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
が
出
来

た
」
な
ど
好
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
さ
ら
に
多
く
の
住
民
の

皆
さ
ん
の
声
を
聞
く
た
め
に
企
画
を

充
実
さ
せ
て
、
各
団
体
と
の
く
る
ま

座
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
も
企
画
し
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
率
直
な
ご
意
見
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
度
、
住
民
の
方
々
か
ら
頂
い

た
意
見
、
要
望
は
各
行
政
区
長
に
送

付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

す
る
予
定
で
す
。

今
後
の
取
組
み

皆さんの声
大募集！

議会では、町に何とかしてほしいことや施策へのご意見、
また議会に対する思いなどを募集しています。
多くの声を聞かせてください。
お近くの議員、または議会事務局まで（ＴＥＬ７６－３１９１）

住
民
に
と
っ
て

　
よ
り
身
近
な
議
会
を
目
指
す
！

みんなの声に
応える 　「くるま座ミーティング」や「かたるべサロン」で頂いたご意見を「議

員定数と報酬」「議会・議員活動の見える化」「議会機能の強化」に分類し、
対応を協議しました。
　「定数等」は期限を決め検討することとし、「議会・議員活動」はその見
せ方を工夫します。

「住民意見への対応」
議会運営
委員会

広報広聴常任委員会

　

定
数
は
「
現
状
（
11
人
）
で
よ
い
」
と
の
ご
意
見
が
あ

っ
た
一
方
、「
減
員
し
て
切
磋
琢
磨
を
」「
７
～
８
人
」
と

の
ご
意
見
も
頂
き
ま
し
た
。
町
政
の
現
状
や
将
来
の
展
望

を
考
慮
し
な
が
ら
、
町
民
の
代
表
機
関
で
あ
る
議
会
の
活

動
に
必
要
な
定
数
と
、
報
酬
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　

議
会
活
動
の
公
開
、
住
民
と
議
会
の
情
報
共
有
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
は
「
議
会
だ
よ
り
」「
町
議
会
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
」
を
活
用
し
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
中
継
導
入
の
検
討
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

西内委員長のコメント
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広
報
「
し
ん
と
つ
か
わ
」
５
月
号
付
録

し
ん
と
つ
か
わ
　
議
会
だ
よ
り
　
第
84
号

発　

行
／
新
十
津
川
町
議
会　
　

編　

集
／
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会　
　

電　

話
／（
０
１
２
５
）76
・
３
１
９
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ
／（
０
１
２
５
）76
・
２
７
８
５

議会の動き

http://www.facebook.com/shintotsukawa.gikai/

活動内容をタイムリー
にお知らせします！

新十津川町議会

２月20日　広報広聴常任委員会
２月21日　新十津川町営農振興対策協議会総会
２月26日　総務民生常任委員会
２月28日　経済文教常任委員会
３月３日　常任委員会報告会
３月５日　議会運営委員会
３月10日～16日
　　　　　第１回定例会、予算審査特別委員会

インフォメーション
information

●議会開催予定
◎第２回定例会：６月３日（水）から８日（月）まで　※10：00開会
　※一般質問は３日（水）午後１時からを予定
　※�正式な日程につきましては、議会事務局へお問い合わせください。また、休

会となる日があります。

　多くのみなさまの傍聴をお待ちしております。

�　
土
地
改
良
区
と
は
ど
ん
な
と
こ
ろ

�　
農
業
用
用
排
水
施
設
の
新
設
・
変
更
、
農
地
の
整
備

等
工
事
を
伴
う
事
業
や
、
造
成
さ
れ
た
施
設
の
維
持
管

理
、
通
水
排
水
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

�　
現
在
の
事
業
は

�　
道
営
・
団
体
営
の
農
地
整
備
事
業
や
施
設
整
備
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

�　
現
状
の
課
題
は

�　
農
地
を
農
地
と
し
て
利
用
す
る
た
め
各
種
事
業
を
効

率
よ
く
遂
行
し
て
い
く
た
め
に
は
農
家
・
行
政
の
み
な

ら
ず
議
会
の
協
力
が
必
要
。

�　
議
会
に
対
し
て
望
む
こ
と
は

�　
年
々
農
家
戸
数
が
減
少
し
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
が

目
前
に
来
て
い
る
と
心
配
し
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
農
業

を
推
進
し
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
い
か
に
守
る
か

が
課
題
。

�　
今
後
の
抱
負
は

�　
農
家
の
負
担
軽
減
と
農
地
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も

に
、
新
規
就
農
や
Ⅰ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
進
し
、

水
と
緑
豊
か
な
新
十
津
川
町
に
し
て
い
き
た
い
。

阪口 徳幸さん
昭和42年生まれ

西部地区で農業を営む
平成３０年３月、理事長に就任

このコーナーは、ピックアップした町民の方々にインタビューす
るという企画です。今回は、平成30年度から土地改良区理事長
に就任された阪口さんにお話を伺いました。

３月16日　全員協議会
３月27日　議会運営委員会
４月２日　経済文教常任委員会
４月８日　第１回臨時会、広報広聴常任委員会
４月21日　空知町村議会議長会役員会（書面会議）
５月８日　中空知町議会連絡協議会定期総会
　　　　　（書面会議）

●
農
業
施
策
は

商
工
業
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
な

が
ら
力
を
い
れ

て
い
き
ま
す
。

　
理
事
長
の
こ

れ
か
ら
の
ご
活

躍
に
期
待
し
ま

す
。


